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〔補助事業の成果及び評価〕
　設置施設に対しての無線通信訓練を行い，全施設問題なく無線通信
が行えることを確認した。また，同時に訓練アンケートを行い，「電
話以外の通信手段があることは有効である」や「感度が良好で，災害
時に有効だと感じた」との回答を得たため，本事業が実施されたこと
で，災害時通信手段の確保と情報連携体制の強化されたことが確認で
きた。
〔地域住民への周知の実施状況〕
　地域における防災講習会や，柏市医師会等との災害医療体制に関す
る協議等で周知を適宜行っている。また，柏市ホームページにて防災
行政無線（デジタル移動系）の平成29年度新規整備に関する記事を公
開（平成30年3月27日付）し，住民への周知を行った。
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災害時通信手段としての機能を維持していくために，毎年度の無線通
信訓練を実施し，通信状態の確認を行う。

無
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通信施設：柏市防災行政無線整備事業

柏市

柏市光ヶ丘団地２-３他２箇所

　現在，本市では，柏市地域防災計画に基づき，非常災害時における
停電等による通信遮断に備えるため，防災関係施設に無線設備を整備
している。
　本事業箇所である手賀近隣センター及び沼南近隣センターは，大規
模災害時には地域における災害活動の拠点として，地域の被害状況の
把握，要配慮者対応，避難所運営等を担う「地区災害対策本部」に位
置付けられていることから，避難所や市災害対策本部等との情報連携
を行う上で無線設備の整備が必要不可欠である。
　また，聖光ヶ丘病院は，災害医療協力病院（市内１０箇所を予め指
定しているもの)として，災害時における重傷者等の応急救護活動を実
施することから，市救護本部等との情報連携体制の構築が求められて
いる。
　本事業を実施することにより，災害時通信手段の確保及び市災害対
策本部等との情報連携体制の強化並びに防災体制の向上を図る。

　　【参考指標】
　　　市内移動局設置状況（平成２９年７月現在）：４４９局

柏市地区災害対策本部，災害医療協力病院となる施設への無線設備の
整備


